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１．（社）日本フランチャイズチェーン協会（ＪＦＡ）の概要

◆設立の目的
（1） （社）日本フランチャイズチェーン協会は、１９７２年（昭和４７年）４月に通商産業

大臣によって認可され３４年の歴史を持ったフランチャイズビジネスに関するわが国

唯一の公益法人。

（２）協会の設立目的は、日本におけるフランチャイズビジネスの健全な発展を図ること。

（３）会員は、日本の代表的なフランチャイザーを正会員に、またフランチャイズビジネス

に関心を持ち協会の趣旨に賛同する企業などによって構成。

◆ＣＶＳ業界に占めるＪＦＡ会員（コンビニエンスストア）の構成比

（２００４年４月～２００５年３月）

（出所：２００４年度「ＪＦＡフランチャイズチェーン統計調査」）

97.4%7,127,5747,316,504売上高（百万円）

構成比ＪＦＡ会員業界全体
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２．レジ袋削減への取組み

～ ＪＦＡ加盟コンビニエンスストア１２社約４１,０００店舗で実施 ～

（１）実施内容
①具体的取組み内容
★従来から各社で実施しているお客様に対する「声かけ（レジ袋の要・不要
を聞くこと等） 」及び「適正サイズのレジ袋の使用」等再徹底を図ること
により、レジ袋の削減を図る。
★レジ袋の削減率の高い会社・店舗等から取組み状況について報告して
もらい、各社の参考事例として提供する。

②一般消費者への告知方法
★参加会社全店舗（１２社 約４１,０００店舗）に
「協会統一ポスター（環境省・経済産業省後援名義借用）」
の掲示。
★レジ袋に「節約呼びかけ」文言の印刷。
・協会統一文言：
「レジ袋ご不要の方はお申し出ください。」

※レジ画面・店内放送による簡易包装協力の呼びかけについては各社対応。
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（２）参加会社 ＪＦＡ会員コンビニエンスストア１２社
㈱エーエム・ピーエム・ジャパン、国分グローサーズチェーン㈱、
㈱ココストア、㈱サークルＫサンクス、㈱スリーエフ、
㈱セブン-イレブン・ジャパン、㈱セイコーマート、
㈱デイリーヤマザキ、㈱ファミリーマート、㈱ポプラ、
ミニストップ㈱、㈱ローソン 《五十音順》

（３）目標値の設定

※２００５年度において２０００年度比約１８％（１２社平均）の削減。

（４）実施期日 平成１８年６月１日（木）スタート

１店舗当たりの使用総重量に対し３５％削減（２０００年度比）２０１０年度

１店舗当たりの使用総重量に対し３２％削減（２０００年度比）２００９年度

１店舗当たりの使用総重量に対し２８％削減（２０００年度比）２００８年度

１店舗当たりの使用総重量に対し２４％削減（２０００年度比）２００７年度

１店舗当たりの使用総重量に対し２０％削減（２０００年度比）２００６年度

目 標 値年 度
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【参考資料】 日経エコロジー掲載記事（2006.8）
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３．省エネへの取組み
◆ 店舗での環境負荷の低減（例：セブン-イレブンの取組み）

●設備機器には最新の省エネ型の設備を導入、自然冷媒使用によるノンフロン店舗のテストを実施
●設備機器は、１日に２回点検でトラブルや故障を回避
定期的にメンテナンスされる仕組みを構築し、運用、フロン管理も同時に実施

●省エネ対策がなされている機器の事例 ●建築設備保守制度による保守管理

●環境負荷低減のため

リユース型店舗の導入や

貸与設備のリユース・リサイクル等の施策を実施
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◆ ＣＯ２削減と省エネ対策で、「経済産業大臣賞」を受賞（例：ローソンの取組み）

●財団法人省エネルギーセンターが主催する「平成17年度省エネルギー優秀事例

全国大会」で、「経済産業大臣賞」を受賞。コンビニエンスストア業界では初めての

受賞。

●今回の受賞は、2004年11月より順次、既存店に省エネ機器「エコパック」 「エコ

モニター」の導入を進め、CO2排出量の削減と省エネルギーを推進したことが評価

されたもの。

省エネ機器「エコパック」の導入により、1店舗あたりのCO2排出量を年間4.9トン

（年間実績の約6％）削減することが可能になる。ローソンでは2005年12月末

までに239店舗に導入し、CO2を累計712トン削減。今後、導入店を順次増やして

2007年2月末までには5，000店舗まで広げ、CO2を1万7,400トン削減することを

見込んでいる。
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